
自動運転時代を見据えた
次世代のITSの推進
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第３回次世代ITS検討会 次第

1. 本日の議論のポイント
• 第２回次世代ITS検討会 委員からの意見整理
• 第３回次世代ITS検討会の議論のポイント等

2. 前回の振り返り
• ETC2.0のまとめ
• 目指すべき将来の道路の姿（イメージ）
• 先行プロジェクト

3. 次世代ITSのコンセプト（案）
• 道路の機能と目指すべき社会像（2050年、WISENET（ワイズネット）の実現）
• 次世代ITSのコンセプト（案）
• 次世代ITSの世界（イメージ）
• 次世代ITSの代表的機能（予測、行動変容、料金・予約・決済、レーンマネジメント、早期検知）

4. 先行プロジェクトについて
• 先行プロジェクトの意義・目的
• 先行プロジェクトの体制（案）
• ５つの先行プロジェクト（案）

5. 能登半島地震におけるプローブの活用
• ETC2.0プローブの活用
• ETC2.0プローブの課題
• 民間プローブの活用

6. 今後のスケジュール
• ロードマップ（案）
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１．本日の議論のポイント
• 第２回次世代ITS検討会 委員からの意見整理
• 第３回次世代ITS検討会の議論のポイント等
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第２回次世代ITS検討会 委員からの意見整理

主なご意見第２回検討会の論点

○これまでのｻｰﾋﾞｽは有料道路中心であった印象
○次世代ITSでは、一般道も含め移動全体を対象として考えることが重要
○ETC2.0の仕組みでできることも結構あると感じる
○ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰへの動機づけなど具体的な行動変容を促すことができる可能性

①ETC2.0の振り返り
－ETC2.0が目指してきたもの
－ETC/ETC2.0サービスの内容

○自動運転車の普及を見据えると車線毎の交通状況を把握することが一層
重要となる

○多様なﾓﾋﾞﾘﾃｨの実装も想定し、全ての道路利用者が安心して、円滑に、より
安全に移動できる道路交通環境の実現が必要

○所有者の属性情報を使用すれば、交通事故ﾘｽｸなどをある程度予測できる
可能性

②関連行政・民間サービスとの連携、
車載器の普及戦略の在り方
－関連行政ｻｰﾋﾞｽや民間ｻｰﾋﾞｽとの連携

の在り方
－車載器の普及戦略の在り方

〇解決すべき課題は明確で、それをどのように解決するかを議論して進めた
い

○交通安全について、交通弱者が保有する通信ﾃﾞﾊﾞｲｽをどのように選択する
のか課題

③官民連携による先行プロジェクトの
提案
－ITSに関連する社会課題
－取り組むべき先行ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ（案）

○ｺﾈｸﾃｨｯﾄﾞｶｰ、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ等の得意分野を意識し、互いに連携・協調していく
必要

○V2IとV2Nの特徴を生かして連携することも重要
○ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀなど、官民でどういったﾃﾞｰﾀを共有するかなど、協調領域を検討

していく必要
○ﾃﾞｰﾀ連携により、ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙの達成状況などを評価できるﾃﾞｰﾀとなる可

能性

④次世代ITSのｼｽﾃﾑ構築の留意点
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【ターゲット】

24の道路施策

ETC2.0の振返り

緊急性・社会的
関心の高いター
ゲット設定

○ ETC/ETC2.0の深掘り

できたこと、
できなかった
ことを深堀り

第１回検討会（R5/3/8） 第２回検討会（R5/11/7） 第３回検討会（R6/3/19）

第３回次世代ITS検討会の議論のポイント等
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○ 安全・安心、カーボンニュートラル、
人流・物流（自動運転等）等の社会
課題（ターゲット）に対応した将来像

○ 官民連携による『先行プロジェクト』
の提案

開発の留意点等

○ 関連行政サービスや民間サービス
との連携・車載器の普及

○ システム構築の留意点

○体制（案）

○実施内容（案）

先行プロジェクトや最新技術・関連サービスの把握等を
行いつつ、

次世代ITSの将来像を具体化

○ ETC2.0の振返りも踏まえ、ETC2.0の必要な改善を図りつつ、道路施策の展開、社会課題の解決に取り組む。
○ 第3回検討会では、これまでの議論を踏まえ、社会課題（安全・安心、カーボンニュートラル、人流・物流（自動

運転等））の解決に貢献する、次世代ITSのコンセプトや求められる機能等について議論いただくとともに、
『先行プロジェクト』の実施体制等について共有する。

○次世代ITSのコンセプト（案）

○次世代ITSの代表的機能

○システム構築にあたっての視点

（コンセプト等）

（先行プロジェクト）

以降

第３節

第４節



２．前回の振り返り
• ETC2.0のまとめ
• 目指すべき将来の道路の姿（イメージ）
• 先行プロジェクト
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ETC2.0のまとめ
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■ETC/ETC2.0でできるようになったこと

【情報提供】
○ 車両（路側機）位置に応じた走行支援情報（広域渋滞、危険

箇所等）提供

【車両データの収集・活用】

＜道路管理＞
○ 災害時の通行実績把握

○ ピンポイント渋滞対策

○ より一層の交通安全対策

○ ETC2.0を搭載した特殊車両の経路確認

＜利便性向上＞
○特定プローブデータの提供

○一時退出

○駐車マス予約

【料金施策・決済システムの活用】
○ 多様な料金割引

○ 多目的利用（駐車場、ｶﾞｿﾘﾝｽﾀﾝﾄﾞ、ﾄﾞﾗｲﾌﾞｽﾙｰ等決済）

【その他】
○車載器の普及に伴う民間のETC2.0データ・システム活用の関

心の高まり

■ETC2.0の主な課題

【データの鮮度・精度・量等の改善】

○事故や落下物等の突発的な事象のﾘｱﾙﾀｲﾑ検知、情報提供

○高架下やトンネル内、道路稠密地域等における正確な経路把握

○車載器・路側機の普及が進まない地方部のﾃﾞｰﾀ収集

【多様な情報活用による情報提供の高度化】

○渋滞予測情報の提供による適切なルート選択等の支援

○緊急車両等車両属性に応じた経路等きめ細かな情報提供

○積載重量、連結状態等を加味した特車の経路把握

○速度・経路・急ブレーキ等以外の多様な車両データの収集・活用
による道路管理の高度化

【利用者に裨益する多様なｻｰﾋﾞｽ提供（ﾃﾞｰﾀｵｰﾌﾟﾝ化・車載器普及）】

○生活道路の安全対策の主体である自治体のデータ活用

○テレマティクス保険等民間サービスの活性化

【料金施策・決済システムの活用】

○時間や経路、交通状況に応じた柔軟かつ効率的な料金施策

○民間施設での活用のための設備の低廉化

○ETC2.0の活用により、効率的かつ効果的な道路施策の展開が可能となった。
○ETC2.0の改善を図りつつ、更なる道路施策の展開、社会課題の解決を目指す。
○ETC2.0で対応できないサービスは、社会情勢の変化や技術の進展等を踏まえ、次世代ＩＴＳとし

て、既存サービスの高度化や新たなサービスの提供が可能となるシステムを目指す。

第２回検討会資料より



目指すべき将来の道路の姿（イメージ）

安全性や快適性が確保された歩車共存の生活道路 耐災害性が強化された幹線道路ネットワーク

自動運転トラックの専用道路と
それに直結する連結・解除拠点

電気自動車や燃料電池車のための
非接触給電レーンや水素ステーション

幹線道路ネットワークに設置された
自動運転車道

安全・安心

＜参考＞「2040年、道路の景色が変わる～人々の幸せにつながる道路～」

CN 人流・物流（自動運転）

第２回検討会資料より
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安全・安心

人流・物流

CN

17.データプラット

フォーム構築や
オープン化による
ビッグデータの多
方面の活用

16.人と車の動き

を同時に把握可
能な調査体系の
構築

18. ETC・マイナ

ンバー連携によ
る利用者利便性
の向上

24. EV車等の普及に向けた
利用者利便性の向上

23.雪氷作業の自動化

22.大雪時の正確かつ
迅速な状況把握

21.道路交通情報を
活用した非常時の
道路交通ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

20.施工や維持管理

作業の徹底した自動
化・無人化

19.道路インフラの異常
の早期発見・早期処理

8. 路車間連携による
車両制御

7. 交通状況データに
よる事故防止

1. 車載センサで検知
困難な箇所の支援

13.手続きや支払いの

ｵﾝﾗｲﾝ化・ｷｬｯｼｭﾚｽ化･
ﾀｯﾁﾚｽ化

14.車両の運行管理の
効率化

2. 自動運転車・一般車の

双方に安全な走行空間
の実現

3. 先読み情報を
活用したODD判定
支援

4. シームレスな走行
空間の実現

5. 渋滞ボトルネック
の解消

6. ICTを活用した新たな
交通需要マネジメント

10. 新たな需要喚起に
つながる料金施策

12.高速道路以外の

多様な決済分野への
ETC活用

9. 利用特性に応じた
料金変動

11. SA/PAにおける

駐車場予約システム
の導入

15. ETC2.0等を活用

した車両運行管理の
強化・高度化

その他

次世代ITSで実現を目指す24サービスと解決すべき社会課題との関係
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取り組むべき先行プロジェクト（案）
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○ これまでの提言（ 「2040年、道路の景色が変わる」 ）を踏まえ、社会課題（安全・安心、カーボンニュートラル、
人流・物流（自動運転））に対応した将来を目指し、現在の技術等を用いた先行的な実証を『先行プロジェクト』
（下表の赤枠内に示す５つのうち関係者の協力体制が整うもの）と位置づけ、次世代ITSの具体化に取り組む

【中長期】【短期（～２０３０年頃）】先行プロジェクト目指す姿

• 通学路やゾーン30等を避けた走行（経路案内）や
速度規制に応じた安全な走行の確保（速度介入制
御等）

• スマホなどと連携した歩行者や自転車等への情報
提供による交通安全支援

• 車両・歩行者等への接触リスク情
報の提供

歩行者・自転車の交通リ
スク減少

交通事故ゼロ
人と車両が空間をシェアしながらも、他
の交通主体を気にすることなく、安全
で快適に移動や滞在ができる道路環
境の構築により、交通事故のない生活
空間を形成

安
全
・
安
心 • 車両データ（空転・温度情報、スタッドレス未装着

等）に基づくスタックリスクの高い車両の進入防止
と迅速な通行止め

• 車両データ（空転・温度情報等）を
用いたスタック車両の予兆検知

スタック発生の予兆検
知・発生確認の迅速化

災害から人と暮らしを守る道路
激甚化・広域化する災害に対し、気象
条件、災害状況によらず、人流・物流
を途絶させることなく確保するとともに、
円滑な避難等を支援し、人命や経済
の損失を最小化

• ＥＶ車等の充電情報等を基に、最適な充電施設の
案内、事前予約（高速道路への入場規制）• EV充電器周辺の入退場管理、充

電待ち情報の分析、情報配信

EVやFCV等環境負荷の
低い車両の利便性向上

道路交通の低炭素化
EVやFCV等の電動車、公共交通や自
転車のベストミックスによる低炭素道
路交通システムが、地球温暖化の進
行を抑制

Ｃ
Ｎ • 物流トラックの全体最適運行（休憩時間、充電時間

等を考慮した運行管理）
車両運行管理の高度化

• 先読み情報を活用した自動運転トラックの適切な
経路誘導、ドライバー運転への切り替え支援

• 自動運転トラック周辺の有人ドライバーへの情報
提供（配慮行動へのインセンティブ付与も検討）

• 自動駐車による駐車スペースの有効活用 （乗換
場と駐車スペースの分離）

• 自動運転トラックへの合流支援・
先読み情報提供

自動運転トラック支援

持続可能な物流システム
自動運転トラックによる幹線輸送等に
より自動化・省力化された物流システ
ムが、平時や災害時も含め持続可能
なシステムとして機能

日本各地で円滑に移動できる道路
道路インフラからの交通状況、利用可
能な駐車場等の情報の提供などによ
る最適な経路選択、便利に移動できる
モビリティサービスなどにより、すべて
の人に円滑な移動環境を提供

人
流
・
物
流
（自
動
運
転
）

• 先読み情報等の提供（自動運転ト
ラックの接近情報等の提供）

一般車支援

• リアルタイムでの通行可能な経路の案内と、通行
不可区間の侵入・走行制御

• 車両データを用いた総重量・軸重
計測と超過車両への注意喚起

大型車の通行適正化

①

②

③

⑤

④

第２回検討会資料より



【参考】先行プロジェクトイメージ案
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待避所

SA/PA

0車両位置情報や落下物情報を集約し、
自動運転トラックに合流支援情報や

先読み情報を、周辺の一般車に
自動運転トラックの接近情報を提供する

④自動運転トラック
支援・一般車支援

プローブデータやタイヤの空転情報などから
スタックの発生の予兆検知や早期発見を行う

②スタック発生の予兆
検知・発生確認の迅速化

車両データを用いて総重量や軸重を推計し、
推計した結果と必要に応じて申請内容との

不整合を車両に通知する

⑤大型車の通行適正化

③EV車等の利便性向上

充電待ち車両の状況も加味した、
充電スポットの充電待ち時間の

情報を提供する

見通しの悪い交差点などで
車両や歩行者等の接近を検知した際に、

注意喚起の情報を提供する

①歩行者・自転車の
交通リスク減少

次のSA/PAの充電スタンドの

待ち時間は10分です

自動運転トラックが左から

合流します

空転が多く発生しています。

スタックが発生する可能性があります。

総重量は**トンです。超過している

可能性があるため、この先の待避

所に駐車してください

歩行者が接近して

います。注意してく

ださい。

第２回検討会資料より



３．次世代ITSのコンセプト（案）
• 道路の機能と目指すべき社会像

（2050年、WISENET（ワイズネット）の実現）
• 次世代ITSのコンセプト（案）
• 次世代ITSの世界（イメージ）
• 次世代ITSの代表的機能

・予測
・行動変容
・料金・予約・決済
・レーンマネジメント
・早期検知
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道路の機能と目指すべき社会像（2050年、WISENET（ワイズネット）の実現）

○ 「2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤ネットワークシステム（WISENET※）」の実現のための政策展開により、
新時代の課題解決と価値創造に貢献します。 ※ World-class Infrastructure with 3S(Smart, Safe, Sustainable) Empowered NETwork

重点課題： 国際競争力・ 国土安全保障 ・ 物流危機対応・ 低炭素化

■WISENETの要点

○ 技術創造による多機能空間への進化

○ シームレスネットワークの構築

国土を巡る道路ネットワークをフル活用し、
課題解決と価値創造に貢献

サービスレベル達成型の道路行政に転換、
シームレスなサービスを追求

経済成長・物流強化
地域安全保障のエッセンシャル
ネットワーク

交通モード間の連携強化

観光立国の推進 自動運転社会の実現 低炭素で持続可能な道路の実現

○ 国際競争力強化のため、三大都市圏環状道路、日本海
側と太平洋側を結ぶ横断軸の強化など、強靱な物流ネッ
トワークを構築

○ 物流拠点、貨物鉄道駅・空港・港湾周辺のネットワークの
充実や中継輸送拠点の整備等、物流支援の取組を展開

○ 次世代の物流の実現に向け、自動運転トラックの実用化
支援や自動物流道路の検討

○ カーボンニュートラル、省人化の観点から、海上輸送、鉄道
輸送等との連携を強化し、最適なモーダルコンビネーション
を実現

○ ゲートウェイとなる空港・港湾や観光地のアクセスを強化し、
観光資源の魅力を向上

○ オーバーツーリズムが課題となっている観光地をデータで
分析し、ハード・ソフト両面において地域と連携した渋滞対
策等の取組を推進

○ 高速道路の電脳化を図り、道路と車両が高度に協調する
ことによって、自動運転の早期実現・社会実装を目指す

○ 道路ネットワーク整備や渋滞対策等により、旅行速度を
向上させ、道路交通を適正化

○ 公共交通や自転車の利用促進、物流効率化等により低
炭素な人流・物流へ転換

○ 道路空間における発電・送電・給電等の取組を拡大し、
次世代自動車の普及と走行環境の向上に貢献

○ 道路インフラの長寿命化等、道路のライフサイクル全体
で排出されるCO2の削減を推進

○ 地方部における生活圏人口の維持や大規模災害リスク
への対応に不可欠な高規格道路を「地域安全保障の
エッセンシャルネットワーク」
と位置づけ、早期に形成

自動物流道路（Autoflow Road）の構築
オートフロー・ロード

○ これまでの地域・ブロックの
概念を超えた圏域の形成を
支援

○ バスタの整備・マネジメントを
通じて、人中心の空間づくりや
多様なモビリティとの連携など
MaaSや自動運転にも対応し
た未来空間を創出

〔2024年度新東名高速道路、
2025年度以降東北自動車道等で
取組開始、将来的に全国へ展開〕

三陸沿岸道路（岩手県山田町） バスタの整備イメージ（品川駅交通ターミナル）

車両と道路が協調した自動運転高速道路料金割引の見直しシェアサイクル導入の促進

出典：Cargo Sous Terrain社HP

スイスで検討中の地下物流システムのイメージ

※赤字は次世代ITSの貢献が期待される分野
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ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽ・ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（ﾏﾈｰｼﾞﾄﾞﾚｰﾝ、料金変動等）

ﾃﾞｰﾀ連携やｵｰﾌﾟﾝ化による価値の創出



WISENETを実現するために

2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤ネットワークシステム

WISENET

次世代ITSで

より賢く、安全で、持続可能とし、ドライブの変革を通じて、
新時代の課題解決と価値創造に貢献

ITS for WISERNET and DX

World-class Infrastructure with 3S(Smart, Safe, Sustainable) Empowered NETwork

World best ITS Substantially Enhances and Raises performance of wiseNET and Driving Transformation
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次世代ＩＴＳのコンセプト（案）

主な課題

安全・安心 カーボンニュートラル 人流・物流

将来の
道路の姿

交通事故ゼロ

災害から人と暮らしを守る道路

（交通安全）

・ 減少傾向にあるものの依然として発生する交通事故死者

（災害対応）

・ 地理的・地形的特性や温暖化等の影響から激甚化・頻発化
する自然災害

低炭素な道路
持続可能な物流システム

自由に移動できる道路

・ 国内総排出量の約16％を占める道路分野での低炭素化の取
組みの加速 ・ 人口減少や労働時間の上限規制による輸送力の低下

・ 地方公共交通機関の廃止や高齢者の増加・免許返納等に
よる移動手段の確保

（持続可能な物流）

（円滑な移動）・ 旅行速度の低下によるCO2排出の増加

・ 次世代自動車の普及環境の整備

次
世
代
Ｉ
Ｔ
Ｓ

コンセプト

システム構
築にあたっ
ての視点

早期検知

行動変容
（属性に応じた情報提供等）

料金・予約・決済 ﾚｰﾝﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

・路側・車両センサ等による道路・交通状況等の常時把握
・車線ﾚﾍﾞﾙの情報収集

・各交通参加者の特性、状況
等を踏まえた注意喚起、ｲﾝ
ｾﾝﾃｨﾌﾞ付与

・変動料金、各種割引
・駐車ﾏｽ等予約・決済
・SAPAｷｬｯｼｭﾚｽ決済
・ﾌﾘｰﾌﾛｰ、不正通行対策

・ﾏﾈｰｼﾞﾄﾞﾚｰﾝ（HOVﾚｰﾝ、
ﾘﾊﾞｰｼﾌﾞﾙﾚｰﾝ等）

・高精度センサ・カメラ ・通信

ソフトウェア化

・インストール・更新
・アプリケーション化による機能
追加

スマホ連携

・ﾕｰｻﾞｰｲﾝﾀｰﾌｪｰｽとしての
活用
・ｽﾏﾎの処理能力の活用（ｽﾏ
ﾎｱﾌﾟﾘ化）

セキュリティ

・セキュリティ
・認証
・データの信頼性
・個人情報保護

官民連携

・ﾃﾞｰﾀ連携
・ﾃﾞｰﾀｵｰﾌﾟﾝ化
・ｻｰﾋﾞｽ連携
・PPP

主な社会課題

次世代ＩＴＳを通じ、課題解決を支援

道路管理の高度化・効率化⇒

次世代ITSで、WISENETをより賢く、安全で、持続可能とし、ドライブの変革を通じて、新時代の課題解決と価値創造に貢献

ITS for WISERNET and DX
※World best ITS Substantially Enhances and Raises performance of wiseNET and Driving Transformation

予測

・接触ﾘｽｸ予測
・ｽﾀｯｸ予兆検知
・渋滞予測の高度化機能

デジタル
ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬー

・DPF・センタ・エッジコンピューティング、AI ・車載器・路側機

14
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次世代ＩＴＳの世界（イメージ）

SMOOTH Drive スムーズドライブ

安全、シームレス、簡単、自動運転

管理された交通

最適ルート

時間通り

タイムリーな注意喚起

視界良好

変革を加速する、ドライブを変革する

５つの想定シーン

S
SM
SMO
SMOO
SMOOT
SMOOTH

DX : Driving Transformation

afe, Seamless, Simple, Self-Driving
anaged Traffic

ptimal Routing
n Time

imely Alert
igh Visibility



SMOOTH Simple and Optimal Routing/Reservation

16

Ⅰ．目的地を設定し、最適な行程、休憩場所（駐車マス予約）を提案

次世代ＩＴＳの世界（イメージ）

混雑が予想される
○○ＳＡの駐車マス

を予約しますか？

混雑が予想される
○○ＳＡの駐車マス
を予約しますか？



Ⅱ.一般道からフリーフローで高速道路へ＋合流

17

SMOOTH Seamless and Self-Driving

次世代ＩＴＳの世界（イメージ）
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SMOOTH Timely Alert and High Visibility

次世代ＩＴＳの世界（イメージ）

Ⅲ.目的地までの先読み情報（迂回路やエクスプレスレーンの案内）

12km先、事故による車線規制を実施しています。

渋滞が発生しているため迂回をお勧めします。
○○SAの駐車マスの予約を
△△SAに変更しますか？



SMOOTH Timely Alert and High Visibility

次世代ＩＴＳの世界（イメージ）

Ⅲ’.目的地までの先読み情報（立ち寄り情報の案内）

19

吹雪のため一時的に
自動運転不可となっておりますが、

○時間後には
規制解除される見通しです。

１時間立ち寄っても到着時間は
30分しか変わりません。

○○SAの駐車マスの予約をキャンセルして、
□□屋に立ち寄りますか？



Ⅳ.エクスプレスレーン利用
SMOOTH Managed Traffic and On Time Driving

20

次世代ＩＴＳの世界（イメージ）

980円でエクスプレスレーンを
利用することにより、

16時半での到着が可能です。



SMOOTH Safe, Timely Alert and High Visibility

次世代ＩＴＳの世界（イメージ）

Ⅴ.一般道で、歩行者飛び出しリスク情報、回避

時間ロスなく、オンタイムで目的地到着

21

西日のまぶしさを自動補正

Before

After

右からの自転車に
注意してください。
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機能に関する主な意見

・ 車線毎の交通状態を把握することが重要

・ レーンマネジメントの技術は日本でも検討が必要

・ 情報過多に留意し、必要な情報を適時提供できるこ
とが重要

◎：特に関係する機能、○：関係する機能

・ 歩行者等交通弱者の行動予測も重要なテーマ

・ データについて、カーボンニュートラルの達成状況の
評価などの利用目的も視野に入れて検討すべき

・ 行動変容につながる情報やその結果のフィードバッ

クなど双方向コミュニケーションができる仕組みがよ
いのでは

・ リアルタイム性を兼ね備えた仕組みをイメージした検
討を期待

・ 動的課金について大きな展開が進むことを期待

・ 渋滞等について予測情報の提供が重要

・ 弾力的な料金を利用いただくために次世代ITSのシ
ステムを活用するという視点もある

・ 例えば、EV車の充電率情報などを共有することで、
急速充電施設の混雑予測が可能になるのでは

・ データをいかにリアルタイムで吸い上げて提供してい
くのかというのがこれからの課題

・高速道路会社では、高速道路上の事象をいち早く察
知する取組をプロジェクトとして進めている

そ
の
他
機
能

（外
部
連
携
等
）

代表的機能

24サービス
早
期
検
知

ﾚ
ｰ

ﾝ
ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ

料
金
・予

約
・決
済

行
動
変
容

（属
性
に
応
じ
た

情
報
提
供
等
）

予
測

◎○①車載センサで検知困難な箇所の支援

○◎②自動運転車・一般車の双方に安全な走行空間の実現

〇◎○③先読み情報を活用したODD判定支援

◎④シームレスな走行空間の実現

○◎○○⑤渋滞ボトルネックの解消

○○◎○○⑥ICTを活用した新たな交通需要マネジメント

○○◎⑦交通状況データによる事故防止

○○◎⑧路車間連携による車両制御

◎○○⑨利用特性に応じた料金変動

◎⑩新たな需要喚起につながる料金施策

◎⑪SA/PAにおける駐車場予約システムの導入

◎⑫高速道路以外の多様な決済分野へのETC活用

◎⑬手続きや支払いのｵﾝﾗｲﾝ化・ｷｬｯｼｭﾚｽ化・ﾀｯﾁﾚｽ化

○○⑭車両の運行管理の効率化

○○⑮車両運行管理の強化・高度化

○◎⑯人と車の動きを同時に把握可能な調査体験の構築

◎○⑰ﾃﾞｰﾀﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ構築やｵｰﾌﾟﾝ化によるﾋﾞｯｸﾞﾃﾞｰﾀの多方面の活用

◎⑱ETC・ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ連携による利用者利便性の向上

◎⑲道路インフラの異常の早期発見・早期処理

◎⑳施工や維持管理作業の徹底した自動化・無人化

◎○㉑道路交通情報を活用した非常時の道路交通ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

◎◎㉒大雪時の生活かつ迅速な状況把握

○◎㉓雪氷作業の自動化

◎○○㉔EV車等の普及に向けた利用者利便性の向上

（早期検知関係）

（予測関係）

（レーンマネジメント関係）

（料金・予約・決済関係）

（行動変容（属性に応じた情報提供等）関係）

次世代ＩＴＳに求められる機能（案）
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タイヤ空転情報、
車載カメラ映像 等

イメージ
（スタック

発生予測）

路側機、
CCTVカメラ 等

車両プローブデータ、
路側カメラ映像

①道路・交通状況に関する
データの収集・蓄積

②予測モデルの構築と
予測情報の生成

③予測情報の活用

概要 高度に収集した情報を基に道路・交通状況や車両・歩行者等の接近等を予測

実現手段・
方法

①道路・交通状況に関するデータの収集・蓄積
…データ連携により予測に必要となるデータを収集・蓄積

（検討項目）蓄積方法（データベース構築、データ連携）

②予測モデルの構築と予測情報の生成
…活用シーンに応じた予測モデルの構築と、当該モデルに基づく予測情報の生成

（検討項目）予測モデルの構築体制

③予測情報の活用
…道路管理者による活用（スタック予兆検知 等）、ドライバー・車両への提供（渋滞予測情報、歩行者・自転車接近

リスク 等）、歩行者・自転車への提供（車両接近・右左折情報 等）
（検討項目）情報提供方法

想定シーン

・車両・歩行者等の挙動予測（接触リスクの判定・提供 等）

・道路状況予測の高度化（冬期スタック予兆検知 等）

・交通予測の高度化（車線規制等を瞬時に渋滞予測に反映、２～3時間後の広域渋滞予測の提供 等）

道路管理者サーバ

!
スタック発生／予兆情報

自車のタイヤ情報と照合し、
スタックリスクの高い車両には退出を誘導

ノーマルタイヤ車両

スタッドレスタイヤ車両

インターネット気象情報、
人流データ 等

予測
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○ 自動車と歩行者・二輪車等の交通事故防止を目指し、事故リスクの高いエリアを特定し、危険な挙動
を検知・推定する技術の開発や実証が進められている。

出典)本田技研工業HP、
h t t p s : / / g l o b a l . h on d a / j p / s a f e t y / t r a f f i c e c os y s t em/

■本田技研工業の事例

路側カメラ、車載カメラ等からの情報に基づき、デジ
タルツイン上で交通環境を再現し、全ての交通参加
者の行動・状態を推定。

人の状態・特性を考慮した上で事故リスクの高い交
通参加者の行動を予測し、回避のための支援情報を
音や振動等により自動車、二輪車、歩行者へ直感的
に知らせる。

2020年代前半のシステム構築、効果検証、2020年
代後半の標準化を目指すこととしている。

出典)KDD Iニュースリリース ～トヨタ自動車と安全・安心なモビリティ社会の実現に向け早期の社会実装を目指す～

h t t p s : / / n ews . k d d i . c om/k d d i / c o r p o r a t e / n ews r e l e a s e /20 24/02/ 20/72 67 . h tm l

■トヨタ自動車・KDDIの事例

車両のプローブデータやCANデータ等をもとにAI分
析により、危険地点をスコアリングして可視化する取
組を実施。

また、スマートフォンで取得した自動車・二輪車の位
置情報をもとに、危険な交差点に同時接近している
ことを検知すると、スマートフォンの通知音・バイブ
レーション・警告画面により、運転手へ通知する技術
を開発。

2023年に実証実験を実施、交差点への平均進入速
度が平均で10.1km/h減速する効果があることを確認。

歩行者等挙動予測の参考事例
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○ 国内においては、画像データやプローブデータなどからAIを用いて大雪時の車両滞留（スタック）の発
生を迅速に検知する取組があるものの、実用化には至っていない。

○ 海外においては、アイスバーン等路面状況を、車両データや気象データを活用して検知・把握しようと
する取組が行われている。

出典)株式会社Spec t e eH P、
h t t p s : / / s p ec t e e . c o . j p / 2 0 2201 13/

■福井県の事例

福井県では雪害対策の効率化を目指し、AIを活用し

て大雪時の車両滞留の迅速な検知・可視化を行うプ
ロジェクトを2022年に実施。

プローブデータや、過去の車両滞留が発生した箇所
の情報、気象情報、SNS投稿情報をもとに、AIによる

検知モデルの構築を行ったものの、実用化には至っ
ていない。

■米国の事例

米国では、車両で取得するデータを用いてリアルタイ
ムに気象状況や路面状況等を把握するための研究
が進展。

ワイオミング州では、路面凍結をはじめとした異常情
報の検知を視野に、スリップ等車両で検知した情報
を交通局へ通知するシステムを開発し、システムとし
て動作することを2021～2022年に検証、確認。

WYDOT: Wyoming Department of Transportation
TIM: Traveler Information Message
RSU: Road-Side Unit

出典) U .S .  Dep a r tm en t  o f  T r a n s p o r t a t i o n ,  C onnec t e d  Veh i c l e  P i l o t  F i n a l  Sy s t em  Pe r f o rm a nce  
Mea s u r em en t  a n d  E v a l u a t i o n  – WYDOT  Connec t e d  Veh i c l e  P i l o t

※車両が路面凍結を検知可能かの検証は未実施。

スタック予兆検知の参考事例
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○ 国内においては、道路管理者がAIを活用した渋滞予測を一部の路線で提供中。
○ 海外においても、道路管理者によってAIを活用した渋滞予測の研究が実施されているほか、民間企業

により社会実装されている事例もある。

■欧州（TomTom）の事例

出典)Tom Tom H P、
h t t p s : / /www . t om t om . c om /news r oom /beh i n d - t h e -m a p/ r oa d - t r a f f i c - p r e d i c t i o n /

■NEXCO東日本の事例

NEXCO東日本の過去の交通量・渋滞・規制等の実
績データと、NTTドコモのモバイル空間統計※から作
成された過去の人口統計データから、AIを用いて当

日の人出から所要時間や交通需要の高精度な予測
を実施。

Webサイトにおいて、東京湾アクアライン上り線及び
関越道上り線の渋滞予測情報を提供中。

出典)N E XCO東日本 高速道路AI渋滞予知H P、
h t t p s : / /www . d r i v e p l a z a . c om / t r i p / a r e a / k a n t o/ t r a f f i c / a i _ t r a f f i c _ p r e d i c t i o n . h tm l

位置情報関連サービスを提供するTomTom社（蘭）は
欧州を中心に、カーナビ・スマートフォンから収集され
る車両の位置・速度等のデータ、ユーザーから報告さ
れる道路閉鎖や道路工事等の情報、気象情報等を
基に、AIを用いて交通量の予測を実施。

自社の提供するナビゲーションアプリにおいて、渋滞
回避ルートや精度の高い到着予測時刻等の情報を
提供中。

※その他、京葉道路・館山道上り線で実証実験実施中。

※携帯電話の各基地局エリアに存在する携帯電話台数を利用し、
1時間毎に人口の地理的分布を推計する統計情報

渋滞予測の参考事例
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イメージ
（EV充電、
渋滞回避）

概要
ドライバーの属性・車両の状況等に応じた情報の提供や、インセンティブの付与等により、渋滞緩和や交通
安全、カーボンニュートラル等に資する行動変容を促進

実現手段・
方法

①属性情報の収集・把握
…個々の交通参加者、車両、ハンドル操作等に関するデータの収集

（検討項目）データ項目（内容、取得頻度 等）、属性情報に係るデータ連携

②属性に応じた伝えるべき情報の収集・生成
…道路交通状況、EV充電器の使用状況の取得、運転特性の判定

（検討項目）データの収集体制、サービスに係るデータ連携

③属性に応じた行動変容を促す情報提供等
…伝え方・タイミング・表現の工夫、インセンティブの付与等による行動変容の促進

（検討項目）最適な伝達方法・タイミング、インセンティブの内容

想定シーン
・属性・状況に応じた注意喚起 （渋滞吸収走行、時間帯やﾄﾞﾗｲﾊﾞｰの年齢等に応じた安全運転に資する注意喚起 等）

・環境情報の提供・インセンティブの付与によるエコな運転

SA/PA

EVスタンド
空き有

EVスタンド
空き情報

路側機、トラカン、
CCTVカメラ 等

車両プローブデータ、
路側カメラ映像、
センサデータ 等

道路管理者サーバ

②属性に応じた
伝えるべき
情報の収集・生成

①属性情報の収集・把握
（例：車種（EV車かどうか）、

充電率、目的地 等 ）

現在の充電率は○○％
○○km先 渋滞

次のSAのEVスタンドが
空いているため

充電をおすすめします

渋滞発生

③属性に応じた行動変容を促す
情報提供

（例：車種を判別し、EV車のみに
EV充電器情報を提供）

行動変容（属性に応じた情報の提供等）
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○ 国内・海外それぞれにおいて、パーソナライズされたデータ提供やインセンティブ付与による行動変容
の取組が行われている。

出典)デン ソーH P、
h t t p s : / /www . d e n s o . c om / j p / j a / n ews/news r oom /202 1/202 10608 -01/

■デンソー・NTTデータの事例

車載器やスマホを通じて得られるユーザーの運転
特性・運転状況や行動特性に基づきベストなタイミ
ングで、個人の興味関心に応じたコンテンツ提供や
レコメンデーションを行う実証実験を2020年6月から
2021年3月まで実施。

実証実験の結果、嗜好パターンや運転状況など
ユーザーの行動理解に基づいたレコメンド内容につ
いて、モニターからの評価が高いという結果を確認。

■米国（incenTrip）の事例

出典) incenTrip H P、

h t t p s : / / i n c e n t r i p . o r g / h om e . h tm l

incenTripは、インセンティブの付与による交通渋滞

の緩和などを目指して開発※された経路検索・ナビ
ゲーションアプリ。

公共交通機関の利用など、エコな移動手段を実行す
ると、ユーザーには脱炭素化への貢献度にてギフト
カード等に交換可能なポイントが付与される。

※ワシントン都市圏政府協議会のプロジェクトとしてメリーランド
大学が開発。

行動変容の参考事例
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（変動料金）
○料金設定の根拠となるデータの収集
…渋滞緩和や交通安全、環境負荷等に関するデータの収集、データに基づく料金設定

（検討項目）データ項目（内容、取得頻度 等）、変動料金の設定方法、周知・迅速な精算を可能とするシステム構築

(予約)
○予約申請、車両特定、駐車状況等管理
…車両からの予約申請の受付、車両の判別等による適切な管理

（検討項目）予約者の確実な利用、非予約者への対応

（フリーフロー）
○車線によらず速度低下が不要な料金収受の実施
…ゲートのないフリーフロー路側機の設置、確実な料金収受

（検討項目）設置位置、不正通行・ETC非搭載車への対応、個人属性に基づく割引等の確認方法

イメージ
（変動料金・

フリーフロー）

路側機、トラカン、
CCTVカメラ 等

○車線によらず速度低下が
不要な料金収受の実施

○料金設定の根拠
となるデータの
収集、料金設定

概要 渋滞状況・需要予測等と連動した料金をはじめ、キャッシュフリーでストレスフリーな環境を実現

実現手段・
方法

想定シーン

・渋滞状況・需要予測、環境負荷と連動した変動料金

・計画的な旅行計画（駐車マス、EV充電器等の予約・決済）

・フリーフローによるストレスフリーな料金決済

道路管理者サーバ

車両プローブデータ、
路側カメラ映像、
センサデータ 等料金設定情報

渋滞発生
料金高

変動料金フリーフローでの料金収受

料金低

高速道路
JCT

料金・予約・決済
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○ 海外においては、専用レーンの料金やロードプライシングの料金を変動させて、レーンごとの混雑や都
心部への流入量を調整し、混雑を緩和する道路施策が実施されている。

出典)国土交通省、諸外国における 道路政策の状況、
ht t p s : / /www .m l i t . g o . j p / c om m on/001060 328 . p d f

■米国の事例（リアルタイム変動料金）

米国ロサンゼルスのメトロエクスプレスレーンでは、
HOTレーン（※）を対象に混雑緩和を図るためのリア
ルタイム変動料金を導入。

一定速度以上で走行できる交通量となるよう5分単

位で料金を変動させ、レーン進入口前の道路標示板
にて料金を表示。

■シンガポールの事例（ロードプライシング）

シンガポールでは、都心部の混雑緩和を目的として、
都心部への流入車両に課金を行い、交通需要を管
理するロードプライシングを実施。

料金は時間ごとに設定されており、3か月ごとに交通
量を基に見直しを行う。

出典)三菱重工機械シ ス テム H P、
h t t p s : / /www .m h i . c om / j p / g r ou p /m h im s/ r e s e a r c h / s i p / co l um n _ 0 0 03 . h tm l

※HOT（High Occupancy Toll）レーン：一般車線と区分して
設置され、①「乗車人数2人以上の車両」など乗車人数の規
定に合致した車両、② ①に該当しないが通行料金を支払って
通行する車両等、特定の車両のみが通行できる車線

変動料金の参考事例
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○ 国内においては、物流を支えるトラックなどのドライバー不足が進行する中、ドライバーの確実な休憩
機会を確保するため、SA・PAにおける駐車マス予約制度の社会実験を実施中。

○ 海外においても、トラックドライバーの休憩機会の確保、効率的な物流の実現の観点で、行程上にある
駐車場の検索・予約・決済を可能とするプラットフォームが生まれている。

出典)N E XCO中日本H P、
h t t p s : / /www . c - ne x co . c o . j p / a c t i v i t y / p a r k i n g - r e s e r v e /

■NEXCO中日本の事例

2022年に駐車場予約の社会実験を開始。

事前に専用会員ページから予約を行い、専用の予約
エリアにて出入り口に設置されたETC2.0用のITSス
ポットが入出場時間と予約時間をチェック。

■欧州（BOSCH）の事例

BOSCHは、欧州14か国でトラックドライバーがスマー

トフォンを用いて行程上にある駐車場を検索・予約・決
済できるプラットフォーム（Secure Truck Parking）を構
築。

各駐車場管理者はBOSCHに対してプラットフォーム
利用料を支払う。

出典) G oog l e  P l a y  S t o r e  Bos ch  Secu r e  T r u c k  Pa r k i n g、
h t t p s : / / p l a y . g oog l e . c om /s t o r e / a p p s / d e t a i l s ? i d = c om . b os c h . a p p . b s t p& h l = e n _U S

予約の参考事例
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○ 一般的な料金徴収設備を必要とせず、速度を落とすことなく料金徴取が可能なETCフリーフローアンテ
ナが、国内では一部の高速道路の出口に設置・運用されている。

○ 海外では、本線上に複数車線をカバーできるようフリーフローアンテナが設置されている事例がある。

出典)E i f f a g e社H P、
h t t p s : / /www . f u l l i . c om /en/ f r e e - f l ow

ETCフリーフローアンテナ

出典）N E XCO西日本H P、
h t t p s : / /www .w-ne x co . c o . j p / k i n k i _ h i g hwa y /p d f s / e t c _ a n t e n n a _ i n f o . p d f

■NEXCO西日本の事例

近畿自動車道や第二京阪道路等の出口において、
ETCフリーフローアンテナを設置。

■フランスの事例

フランスでは2022年より、一部の路線で本線上のフ
リーフローETCの運用を開始。

料金所で停止する必要がない点、料金所周辺での
加減速による事故リスクやCO2排出を低減できる点
等をフリーフローの利点として掲げている。

※元々均一料金であった区間で対距離課金を実施するに
あたり、料金所が設置されていなかった出口で経路把握
及び料金徴取を行うため。

フリーフローの参考事例
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イメージ

概要 車線別情報等を基にしたマネジメントによる道路容量の有効活用

実現手段・
方法

①レーンマネジメントの実施判断
…渋滞状況や事故情報等レーン設定の根拠となるデータの収集、データに基づく実施判断

（検討項目）データ項目（内容、取得頻度 等）、レーンの設定、周知方法

②レーン通行の可否の伝達
…通行可能な車両の判別と対象外車両も含めた車両・ドライバーへの周知

（検討項目）車両の判別方法、レーン運用の周知方法

想定シーン
・時間的に偏在する交通需要への対応（リバーシブルレーン）

・災害対応用車両や環境負荷の少ない車両など、利用目的や車両特性に応じた対応（HOVレーン 等）

①レーンマネジメント
の実施判断

②レーン通行の可否の伝達

車両プローブデータ、
路側カメラ映像、
センサデータ 等

路側機、
CCTVカメラ、
トラカン 等

道路管理者サーバ

中央線の変移

レーンマネジメント
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○ 海外においては、レーン毎の前方の交通状況に応じた情報伝達や、専用レーンに対する課金など、
レーン別の交通需要マネジメントを実施することで、渋滞・混雑の緩和や交通事故の防止に取り組んで
いる。

■米国の事例（アクティブ・トラフィック・マネジメント）

出典）Wa sh i n g t on  S t a t e  Dep a r tm en t  o f  T r a n s p o r t a t i o n ,
G u i d e l i n e s  f o r  P r i o r i t i z a t i o n  o f  F u t u r e  Ac t i v e  T r a f f i c  Ma n a g em en t  Dep l o y m en t

シアトルでは、渋滞の緩和や事故リスクの低減のた
め、前方の事象など車線別の情報をドライバーへ伝
えるシステム（アクティブ・トラフィック・マネジメント
（ATM））を導入。

ATMでは、前方の交通状況の変化に応じて、電子標

識を用いて、ドライバーに速度を下げたり車線を変更
したりするよう伝達し、衝突事故の回避等により交通
容量の最大化を図っている。導入後、衝突事故が約
12%減少。

■米国の事例（エクスプレスレーン）

カリフォルニア州の高速道路（SR-91）では、混雑緩
和のため道路中央部の4車線をエクスプレスレーン
（HOTレーン※）として運用。

料金は曜日・時間・方向により変動。ピーク時の平均
速度は、無料レーンは25～30km/hであるのに対し、
エクスプレスレーンでは95～105km/h。

出典)91 E xp r e s s La ne s F a ceBook、
h t t p s : / /www . f a c e b ook . c om /91 e x p r e s s l a n e s

※P30参照

HOTレーン

レーンマネジメントの参考事例

車線別に制限速度が設定されている場合

前方でレーンの閉鎖がある場合
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概要 路側、車両のセンサ等を活用し、道路・交通状況をリアルタイムかつ詳細（車線別）に把握

イメージ

実現手段・
方法

①道路・交通状況の把握
…官民で車両の速度、位置、挙動等の情報や道路上の温度、気温、落下物、事故、交通量等の情報を収集

（検討項目）取得するデータ（内容、取得頻度 等）、取得者が異なるデータの標準化

②事象発生の検知
…収集した情報を統合し、AI等を活用して詳細な事象の発生・内容を検知

（検討項目）誤識別時の対応

③収集情報（事象発生の情報も含む）の活用
…道路管理者による活用（落下物検知、積雪状況、スタック車両 等）、ドライバー・車両への提供（落下物、車線毎

交通量 等）。
（検討項目）情報提供方法

CCTVカメラ、
センサ 等

路側カメラ映像、
センサデータ 等

①道路・交通状況の把握
②事象発生の検知

③収集情報の活用

車載カメラ映像、
CANデータ
（ウインカー、

ワイパー情報等）

想定シーン

・道路管理の高度化（落下物の迅速な把握・処理 等）・効率化（パトロール回数の削減 等）

・交通予測の高度化（車線規制等を瞬時に渋滞予測に反映 等）

・交通マネジメントの充実（車線毎の交通状況を踏まえた通行車線の誘導 等）

道路管理者サーバ

!

!

第１車線に落下物あり、
車線変更を推奨します

落下物あり
車線変更を推奨します

落下物情報

早期検知
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○ 国内においては、高速道路上の事故や落下物などをＣＣＴＶカメラの映像からＡＩを活用して自動で検知
する技術を高速道路会社が実証中。

○ 現在、人が実施している確認作業の効率化や、より迅速な情報提供を目指し、検知精度向上や自動化
に取り組んでいる。

出典)N E XCO東日本H P、
h t t p s : / /www . e - ne x co . c o . j p / p r e s s r oom /hea d _ o f f i c e / 2 02 0/1028 /0000 8642 . h tm l

出典)N E XCO西日本H P、
h t t p s : / / c o r p . w-ne x co . c o . j p / c o r p o r a t e / r e l e a s e /hq / r 3 / 0 331 a /

■NEXCO東日本・中日本の事例■NEXCO西日本の事例

2020年より、照明が設置されていない区間や画角が
変わった場合でもCCTVカメラで事象検知ができるよ
う、AIの精度向上を図る実証を開始。

現在24時間365日で人が監視している確認作業の
効率化が期待される。

2021年より、高速道路上に設置されているカメラ映
像を、AIで画像処理することで、車両停止、落下物、
渋滞等の事象を自動で検知する取組を開始。

情報提供の自動化を行うことで、従来よりも迅速な
道路情報の収集・提供が期待される。

早期検知の国内参考事例
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○ 海外においては、様々な交通関連データをリアルタイムに収集・統合し、事象を検知し、交通管理に活
用するシステムが存在。

■韓国（Seoul TOPIS）の事例■米国（RITIS）の事例

出典)SE OU L TOP IS H P、
h t t p s : / / t op i s . s e ou l . g o . k r / op enE n gC en t e r . d o

出典)R IT IS H P、
h t t p s : / /www . r i t i s . o r g / i n t r o

RITIS※は米国各州の交通局等が、路側センサ、
CCTVカメラ映像、プローブデータ等をリアルタイム

に収集・統合し、道路・交通状況を把握するための
プラットフォーム。

各州の交通局は、RITISを利用して交通事故の発

生状況等を推定し、迅速にアラートを発出するなど、
日々の運行管理等に活用している。

※The Regional Integrated Transportation Information System
の略。連邦政府の助成金により、メリーランド大学が構築。

韓国では、ソウル市がタクシーのGPSデータ、CCTV
カメラ映像、公共交通の利用データ等をリアルタイム
に収集・統合し、交通管理に活用するための高度道
路情報システムSeoul TOPIS※を構築。

このシステムを通じて、ソウル市は道路状況、災害、
緊急事態等の24時間監視・早期検知を行い、迅速な
対応を実施。

※Transport Operation and Information Serviceの略。

早期検知の海外参考事例



４．先行プロジェクトについて
• 先行プロジェクトの意義・目的
• 先行プロジェクトの体制（案）
• ５つの先行プロジェクト（案）
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先行プロジェクトの意義・目的

○意義・目的
実証実験を通じて以下を検討
・現在の技術で短期的に実現可能なサービス（ETC2.0の改善により実現可能なもの）
・将来の道路の姿を実現するために、次世代ＩＴＳが具備すべき機能

○実証実験を通じて整理したいこと（検証項目）
・サービスの有効性の検証
・データ（ＯＥＭ等が有するデータ）関係
→各種データのサービスへの有効性の検証
※「実験では入手できなかったデータ」と「データの改善点」の洗い出し含む

→道路管理者への提供方法やコストの検証
※ストックデータ、リアルタイムデータ

→データの標準化、重ねあわせ手法の検証
・路側機、車載器関係
→歩行者や自転車等の車載器以外への情報提供
→特定の車両への情報提供
※ 車種属性（ＥＶ、大型車）、車両の状態（燃料の量、違反車）、進行方向

○スケジュール
・実証実験：１～２年程度
・効果検証：１年程度
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＜事務局＞

国土交通省

国土技術政策
総合研究所

自動車メーカ

電機メーカ

WG①
（交通安全）

WG②
（スタック検知）

WG③
（ EV車等）

WG④
（自動運転）

WG⑤
（大型車）

◎交通安全対策室
◎環境安全防災課（環境G）、

高速道路課
◎高度道路交通システム

推進室
◎車両通行対策室

◎道路防災対策室、
道路メンテナンス企画室

地方整備局
○東北、○関東、
○中部、○近畿、
○中国

○北陸 － －

道路交通安全研究室 ○道路環境研究室
○高度道路交通システム

研究室

（一社）日本自動車工業会
（大型車メーカ）

（メーカ）

※WG毎に施策責任者（◎）と実証実験責任者（○）を設定

－

沖電気工業、
パナソニックコネクト

※WG④については、新東名高速道路の自動運転トラック実証実験の枠組みなどの既存の体制を活用

40

トヨタ自動車、本田技研工業
いすゞ自動車

※実証実験については、必要に応じてWGメンバー以外の関係機関（例：地方自治体 等）も加えた体制で実施

道路交通安全研究室

国土交通省 高度道路交通システム（ＩＴＳ）推進室

沖電気工業、
パナソニックコネクト

沖電気工業、
パナソニックコネクト

沖電気工業、
パナソニックコネクト

トヨタ自動車、日産自動車、
本田技研工業、いすゞ自動車

トヨタ自動車、
いすゞ自動車、日野自動車

○高度道路交通システム
研究室

トヨタ自動車、本田技研工業
いすゞ自動車

先行プロジェクトWG

＜メンバー＞自動車メーカ、電機メーカ、学識者等、高速道路会社等 （［オブザーバ］関係省庁等）

＊検討会の構成委員である高速道路会社等も適宜参画

次世代ＩＴＳ・先行プロジェクト検討体制（案）

次世代ＩＴＳ検討会



【WG①-(1)】 ゾーン30プラス等における新たな交通事故リスクへの対策（案）

• 生活道路の死傷事故は令和４年に約７万件起こるなど、依然として、生活道路の交通安全が全国的な課題となっている。
• ＥＴＣ２．０プローブデータとＯＥＭデータ等を組み合わせ、より効果的な交通安全対策を行い、交通事故の減少を目指す。

目的

• ＥＴＣ２．０プローブデータ、ＯＥＭデータ、人流データ、AIカメラ等を用いて、以下の分析等を実施。
・使用データによる交通挙動分析（旅行速度、急減速発生状況）結果に関する差異の確認
・ＥＴＣ２．０データだけでは把握できなかった危険箇所の特定、追加対策の検討

• 分析結果等を踏まえて、新たな交通安全施策の立案を検討。

① ゾーン３０プラス内に整備した物理的デバイスの効果検証
② 生活道路の交通安全対策に係る新たなデータ分析手法の検討
③ 「幹線道路と生活道路の機能分化」にも着目した地域まちづくりと連携した交通安全対策

実施概要

• データの有用性（OEMデータの特性の把握（ETC2.0データとの違いと各社のデータ特性（データ量、精度、閾値等））、OEMデータ
で把握できる事象の確認、コスト比較）

• 分析手法・結果の有効性（OEMデータやAIカメラを用いた新たな分析手法の構築、道路整備等を考慮した交通流・事故危険箇所
の変動に関する予測検討及び対策の立案、自治体等へのわかりやすい分析結果の提供 等）

検証項目
※改善点洗い出しを含む

データ分析の検証結果を踏まえた、中長期の課題解決に向けて必要なデータ検討項目（中長期）

今後の進め方・スケジュール

実施箇所 ※対象地域毎に内容等差異がある予定全体構成

宮城県富谷市、京都府久御山町、岡山県津山市

令和6年度：
① 分析手法・必要なデータの整理
② OEMデータ入手に係る調整
③ ETC2.0プローブデータを用いた効果検証
④ OEM各社データ特性による影響比較分析
⑤ OEMデータ分析の課題の整理
⑥ AIカメラによる検証及び分析の補完
⑦ 分析結果を活用した対策立案

令和7年度以降：
⑧ 物理的デバイス等の対策実施及び効果分析・検証
⑨ 新たな交通安全施策の立案 41

（実証実験）



【WG①-(2)】 交差点センサ情報を用いた、車両・自転車・歩行者に対する注意喚起（案）

• 見通しが悪い交差点箇所における安全確保のため、車両・自転車・歩行者それぞれを検知し、即座に注意喚起が可能なシ
ステムを構築する（短期）。

• スマホ等との連携により、車両・自転車・歩行者に対して、検知情報からリスク判定を行った上で個別の属性に応じた情報
提供をすることで、より高度な交通安全支援が可能なシステムを構築する（中長期）。

目的

• 道路情報板にセンサ(LiDAR等)を設置し、交差点に進入しようとする車両及び交差点周辺の自転車・歩行者を検知。
• 検知情報をもとに注意喚起メッセージを生成し、車両に対しては交差点手前に設置するETC2.0路側機または道路情報板

から情報提供、自転車・歩行者に対しては道路情報板に表示。
• 当該箇所のETC2.0データ・OEMデータを用いて車両の速度変化等の効果検証を実施。

実施概要

• サービスの有効性 （リアルタイムな情報処理、迅速な情報提供・表示、速度変化・衝突リスク軽減の検証）

• データの有効性 （センサ（LiDAR）等による検知の精度、その他のデータの活用可能性・コスト比較、効果検証におけるETC2.0
データ・OEMデータの比較）

• 情報提供の方法 （効果的な車載器での表示・発話／道路情報板への表示内容、タイミング）

検証項目（実証実験）
※改善点洗い出しを含む

• 注意喚起が必要な、事故リスクの高い車両・自転車・歩行者の挙動推定方法の検討
• 車載器・道路情報板以外の機器も用いた適切な情報提供の方法、内容

検討項目（中長期）

令和6年度
① 設備・システムの要件、効果検証の方法の検討
② 具体的な実施箇所の検討
③ 設備・システムの詳細設計、設置位置の検討

令和7年度以降
④ システムの構築、現地への設備設置
⑤ 実証実験開始
⑥ 効果検証

今後の進め方・スケジュール

実施箇所全体構成

千葉県千葉市

か
ら
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【WG①-(3)】 狭隘な車道を通行する自転車等を検知して車載器経由や道路情報板で注意喚起（案）

• 路肩が狭く見通しの悪いトンネル・橋梁部等を走行している自転車等の発見遅れが重大事故に繋がる恐れ。
• 現在の技術を用いて、後続車両の車載器等にリアルタイムに注意喚起を行うことが可能か、また、新たなリアルタイム情報

表示手法等、中長期の課題解決に向けてどのような機能が求められるか、実証実験を通して明確化する。

目的

• トンネル等に進入する自転車等をリアルタイムでAI画像解析にて検知を行い、検知結果を当該箇所を走行中の後続車両
に対して注意喚起メッセージを生成し、ETC2.0路側機等から情報配信し、注意喚起を行う。

• また、併せて坑口に設置した情報板に検知結果を送信し、注意喚起表示を行う。

実施概要

• サービスの有効性 （有用な自転車等検知モデルの構築、後続車両へのリアルタイムな情報提供 等）

• データの有効性 （自転車等検知モデルの精度・鮮度、情報提供の内容 等）

• 情報提供の方法 （ETC2.0路側機等・車載器による効果的な情報提供 等）

検証項目（実証実験）
※改善点洗い出しを含む

• 実証実験での検証項目を踏まえた、中長期の課題解決に向けて必要な機能及び具体的なサービス検討項目（中長期）

令和6年度
① 設備・システムの要件検討
② 効果検証方法の検討
③ 実証実験箇所の選定
④ 設備・システムの詳細設計、設置位置・方法の検討
⑤ システムの構築、現地での設備設置
⑥ 実証実験開始
⑦ 効果検証

今後の進め方・スケジュール

実施箇所全体構成

国道４２号（太平洋岸自転車道） 【P】
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【WG②】 スタック発生の予兆検知・発生確認の迅速化（案）

• 近年の気候変動による短期間の集中的な大雪により全国各地で大規模な車両の滞留が繰り返し発生している。
• 走行車両より収集されるデータを活用しスタック発生や予兆検知（気象状況を含む）をリアルタイムに実施することが可能

か、また、当該データを活用した注意喚起やスタックリスクの高い車両の危険地域への流入防止等への活用といった、中
長期の課題解決に向けてどのような機能・データが求められるか、実証実験を通して明確化する。

目的

• 大型車を含む車両データ等を用いて、スタック発生やその可能性が高いと推定される条件の特定や、予兆となる挙動や周
辺環境の抽出を行う。

• 特定された条件を用いて、走行車両向けの注意喚起メッセージの生成・配信、道路管理（除雪作業目安）を実施する。

実施概要

• サービスの有効性 （有用な予兆検知モデルの構築、リアルタイム性の確保、現地車両への迅速な情報提供 等）

• データの有効性 （スタック予兆検知・発生確認のため真に必要なデータの特定、精度等向上のため追加で必要なデータの検討、
コスト比較、OEM各社のデータ特性（精度・閾値等）の違いによる影響比較・標準化方針の検討、現地気象状況との整合確認等）

• 情報提供の方法 （ETC2.0路側機・車載器による効果的な情報提供（タイヤチェーン未装着の車両への個別通知等） 等）

検証項目（実証実験）
※改善点洗い出しを含む

実証実験での検証項目を踏まえた、中長期の課題解決に向けて必要な機能、データ及び具体的なサービス検討項目（中長期）

令和6年度
① 予測モデルの構築手法・必要なデータを整理
② OEMとのデータ提供に係る調整
③ OEM提供車両データを用いたスタック予兆検知モ

デルの試験評価、OEM提供気象データを用いた降
雪強度判定検証・評価

令和7年度以降
④ 設備・システムの詳細設計、設置位置の検討
⑤ システムの構築、現地での設備設置
⑥ OEMからのデータ提供開始（リアルタイム）
⑦ 実証実験開始
⑧ 効果検証

今後の進め方・スケジュール

実施箇所全体構成

新潟県内 直轄国道

強い降雪
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【WG③】 EV車等の利便性向上（案）

• EV利用者は充電器設置箇所や台数が少ないことに不満をもっており、少しでも待ち時間なく充電したい意向があるところ。
• 一方で、高速道路はSA/PAの数やそのスペースが限られていることから、充電器設置箇所や台数も一般道よりも限られる

ため、SA/PAの充電施設について、必要に応じて高速道路外の充電施設も含め、効率的な利用を促進する必要がある。
• そこで、SA/PAでの充電施設の利用実態を把握した上で、充電場所の選定に有効と考えられる充電待ち状況等の情報を

提供することで、SA/PAや充電施設の混雑緩和とそれに伴うEV利用者の満足度の向上が可能か、実証実験を通じて明確
化させる。

• また、次世代自動車の普及を見据えた充電・水素充填環境のあり方の検討を進める。

目的

• 高速道路のSA/PA等のEV急速充電器の利用実態や待ち状況をCCTVカメラやアプリ、充電器の利用状況等から把握し、
その情報を、OEM提供の充電データ等から条件を満たす車両（例えば、一定の充電率以下となったEV車）に提供する。

実施概要

• サービスの有効性（SA/PA充電施設の混雑緩和の状況、利用者の満足度 等）

• データの有用性（充電待ち状況の把握に有用なデータの特定、充電データの提供方法、精度やリアルタイム性 等）

• 情報提供の方法（特定の車両（EV車、一定の充電率以下）のみへの情報提供 等）

検証項目（実証実験）
※改善点洗い出しを含む

検証結果を踏まえ、今後の施策展開のために、必要となる機能、データ入手・情報提供にかかるシステム要件検討項目（中長期）

令和6年度

①ＳＡ／ＰＡにおけるＥＶ急速充電器の利用実態と
待ち状況の把握、道路管理・交通への影響の確認

②充電データ等の提供に係る調整
③実験計画の策定（内容、対象箇所）

令和7年度以降
④システム構築、現地での設備設置
⑤実証実験の開始
⑥効果検証

今後の進め方・スケジュール

実施箇所全体構成

ＮＥＸＣＯ●●管内【P】
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【WG④】 自動運転（案）

• 自動運転の実現に向け、高速道路において、路側からの情報を用いて、自動運転トラックがインターチェンジ等の合流箇
所を円滑に走行（合流）することや本線上の落下物や事故車両を円滑に回避することなどについて実証を行うとともに、一
般車向けや有人ドライバー向けも含め、中長期の課題解決に向けてどのような機能・データが求められるか、実証実験を
通して明確化する。

目的

• 高速道路の合流箇所において、路側に設置したセンサ等により収集した本線通行車両の情報等を自動運転トラック等に提
供する。（合流支援情報の提供）

• 本線上の落下物や事故車両等の情報を本線部の路側機から自動運転トラック等に提供する。（先読み情報の提供）

実施概要

• サービスの有効性 （自動運転トラック向けの合流支援情報や先読み情報の提供の有効性、一般車や有人ドライバー向けへの展
開の可能性 等）

• データの有効性 （合流支援情報の精度・有効性、先読み情報の精度・リアルタイム性の改善の必要性 等）

• 情報提供の方法 （ETC2.0路側機・車載器による効果的な情報提供 等）

検証項目（実証実験）
※改善点洗い出しを含む

実証実験での検証項目を踏まえた、中長期の課題解決に向けて必要な機能、データ及び具体的なサービス検討項目（中長期）

令和6年度
① 実験準備

合流支援情報提供システムの設置工事
自動運転トラック等の車両開発

② 現地実証

令和7年度以降
① 実験準備（先読み情報提供システムの設置工事）
② 合流支援情報や先読み情報等を活用したレベル４

自動運転の実現

今後の進め方・スケジュール

実施箇所全体構成

新東名高速道路 駿河湾沼津SA～浜松SA間 等
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【WG⑤】 大型車の通行適正化（案）

• 道路構造物劣化の要因である重量超過車両の削減に向け「重量超過の可能性の高い車両」を道路管理者が適切に把握
し、適正走行を促すことが可能なシステムを構築する（短期）。

• 現在運用中の特殊車両通行確認システムでの確認経路（申請期間中に想定する最大積載重量などで算定）に加え、実走
行時の重量情報や連結車両情報をもとに走行可能な経路を通知するシステムを構築する（中長期）。

目的

システム概要（短期）：実走行時の車両重量情報（信号停止時のOBW情報やOEM提供情報）をETC2.0路側機で収集。特車

関連システムなどで重量超過の可能性が高い車両を特定。取締基地手前に設置した可搬型路側機及びカメラで当該車両の
接近情報を把握・撮影。引込担当者のタブレット端末に通知（車両ナンバー、画像）。

実施概要

• 「重量超過の可能性の高い車両」の特定方法の確立・信頼性検証 （停止時の重量情報をETC2.0車載器に保存する機
能・路側機にアップリンクする機能・特車関連システムで車両を特定するプロトタイプシステムの開発、重量情報の精度検証 等）

• 可搬型路側機による車両判定、通知方法の確立・有効性検証 （当該車両を撮影する機器、引込担当者に通知・表示する
アプリのプロトタイプの開発 システム全体の有効性の検証 等）

検証項目（実証実験）
※改善点洗い出しを含む

・セミトレーラの連結時情報を把握する手法の構築、同情報の活用手法の構築
・変化する実走行時の重量情報や道路状況から、スムーズに適正なルートをガイドする手法の構築

検討項目（中長期）

令和6年度

①「重量超過の可能性の高い車両」を道路管理者が
特定可能なシステムの要件定義・概略・詳細設計書
作成

②プロトタイプシステムの構築
③試験走路での有効性の確認、精度検証

令和7年度以降
④実道での実証実験
⑤効果検証

今後の進め方・スケジュール

実施箇所全体構成

R6：国総研試験走路、R7：一般国道

＜中長期対応＞

＜先行プロジェクト＞

通行確認システム

アップリンク

ブラウザ上で当日の走行可能経路を確認

特車通行確認システムでの通知経路

実走行時の重量情報や連結車両情報に基づく走行可能経路
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５．能登半島地震におけるプローブの活用
• ETC2.0プローブの活用
• ETC2.0プローブの課題
• 民間プローブの活用
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能登半島地震におけるETC2.0プローブの活用

○ 災害時には、ETC2.0プローブデータ等により、車両の通行実績を確認し、応急対応等に活用。
○ 緊急復旧の進展に伴い、ETC2.0プローブデータの速度情報を活用し、混雑状況、拠点間の平均所要時間な

どを道路局HPで公開。

3/6 午前８時～11時

ETC2.0速度データ（平均速度）
時速10km以下
時速10km以上 20km以下
時速21km以上 30km以下
時速31km以上

復旧到達地点
★ 国復旧業者作業箇所
■ 沿岸部への到達点
★ 国復旧業者到達済み箇所
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能登半島地震におけるETC2.0プローブの課題

○ 地震による停電や路側機周辺の車両通行不能などで、能登半島東部のプローブデータが取得不能となる。
○ 道路啓開や可搬型路側機の移設などにより、取得範囲が復活。
○ 災害時の確実なデータ取得を確保するため、路側機の配備見直しなどの対策を検討する必要。

12/31
（地震前）

1/２
（地震後）

1/10
（道路啓開約8割完了、路側機移設後）

ETC2.0プローブ通行実績
移設した可搬型路側機
通行不可箇所 50



能登半島地震における民間プローブの活用

○ ETC2.0プローブと民間プローブを活用することで、より詳細な通行実績の確認が可能。
○ ETC2.0の情報収集環境整備に加え、民間プローブとの一体的活用による効果的な状況把握も重要

1/10 ETC2.0プローブ通行実績 1/10 ETC2.0プローブ＋民間プローブ
通行実績

ETC2.0プローブ通行実績

民間プローブ通行実績※

移設した可搬型路側機
通行不可箇所

※民間プローブ提供元：ITS Japan（参加企業：本田技研工業、パイオニア、トヨタ自動車、日産自動車、いすゞ自動車、日野自動車) 51



６．今後のスケジュール
• ロードマップ（案）
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2030年代2020年代後半2020年代前半

検討会

次世代ITS

既存ITS

ロードマップ（案）

次
世
代
Ｉ
Ｔ
Ｓ
運
用
開
始

拡張性・セキュリティ等の検討

コンセプト、
先行プロジェクトの

検討

サービスの具体化

機能・システム
デザインの具体化

ETC2.0の
改善検討

規格・ｼｽﾃ
ﾑ要件の具

体化

次世代ITS
サービス
の確定

次世代ITS
全体像
確定

各種仕様の
検討・決定

必要機器の
開発・整備

官民共同
研究

検討項目（例）
・各機器の機能

等

各サービス向け
システム構築

実道試験

※次世代ITS検討会を進捗に応じて開催

効果検証

ETC2.0サービスの改善・充実
（先行プロジェクト（短期）の実装含む）

先行プロジェクト実施

先行プロジェクトや次世代ITSの検討を踏まえ

ﾃﾞｰﾀ形式/ｲﾝﾀ
ｰﾌｪｰｽ仕様、
必要機器

2023年度2022年度

コンセプト検討 サービス・アーキテクチャ等検討 全体像確定 システム構築 試行運用

・・・・・

データの選定

データ連携
（プラットフォーム）

の検討
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